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- 出 :2Sz ほ p(常苧)一 ( !-LBH¥ M = N(-2μBSz) -2N -lVμB tanh (一一)• (4) 
ー μ 叫(-増井) ¥kBT) 
ここで、 μBはBohr磁子、 kBはBoltzmann定数である。磁場は無限に小さいとして CH/T< 
1)、指数関数を展開すると、磁化率は次のようになる。























I Asink(x +α+ ~) Asink(x十α+~) 
I B( e-qx + eqX) B( e-qx - eqX) 














一一-R ぅ'1 1i 
波動関数および導関数の連続性から、
(6) 
Asi此 α=B(eqb/2土e-qb/2)，Akcoskα= Bq( _eqb/2土e-qb/2). (7) 
ここで、土は偶関数解および奇関数解に対応する。ポテンシャルの障壁が大きく、 i《 1
の場合には、偶関数解と奇関数解のエネルギー差ムEとして次式を得る。
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エネルギー 磁化率の逆数
， ， 







~μB~ (2mt/2 E3j2 (~μ~H) M=μB(N1 -Nj) ~τ') 一一τ-E;J" I 
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M 3Nμる








































































6但し、伝導バンドと fバンドとの閣の混成効果により、ギ、ヤツプの開く場合があるO 例えば、 5mB6に
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kRT E~N三~kBT (12) 
i二/F
と求まる。従って比熱は次のように計算される。 11
dE _ _ _ _'1 T _ _ _ _ T 
Cv=-2lVKL-zNKB一 (13)
dT 
---D E F 




2 π2 NkB 7r2 N(EF ).kB
2 
γ=一一一一=一一一
..• ，:rj"VD (14) 










































ティーモデルと呼ばれた。例えば、 Y.Kuramoto & K. Miyake， J.Phys. Soc. Jpn・ぅ 59(1990) 2831を参
照されたい。
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